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なお本稿では、ある百貨店から提供された顧客  

購買明細データ2を用い」婦人関連部門に焦点をあ  

てて分析を進めていった。  

2．店舗間関連度   

二店舗間の関連性を数値化するために、バスケ  

ット分析におけるInterest値【2】を利用した。  

Interest値は式（l）で表される。  

1．はじめに   

近年、多くの百貨店では、外部企業に店舗の運  

営を委託しており、「売場貸し業」となっている【41。  

そのため、百貨店としては、個々の店舗のマーチ  

ャンダイジングには積極的に関わることができ  

ないため、店舗の出退店管理やフロア内での店舗  

配置の決定は、百貨店が実施可能な重要な方策で  

あろう。そこで本稿では、百貨店における店舗の  

最適配置手法を提案する。   

百貨店内での店舗配置を一つの小売店におけ  

る商品配置に例えることにより、これまでに行な  

われてきた商品配置に関する研究を応用するこ  

とが可能となる。近年、KDD（大規模データベー  

スにおける知識発見）の分野においてアソシエー  

ションルール【1】を用いた商品のバスケット分析  

手法が提案さ 

舗分析に応用する。二店舗間の関連性の強さを  

Interest値【2】によって定義し、関連の強い店をで  

きる限り近くに配置するための目的関数を定義  

し、その目的関数に基づいて最適な店舗レイアウ  

トを求める。   

しかしながら最適な店舗配置を考える際には、  

店舗間の関連性の強さだけでなく、店が対象とす  

る顧客年令や取扱商品の単価、さらには、店舗の  

移動に伴う引越しコストなど、さまざまな観点を  

考慮に入れる必要がある。本稿では、その中でも  

特に引越しコストについてとり上げl、できるだけ  

移動店舗を少なくすることを二つ目の目的関数  

として考える。   

これち店舗間関連度と引越コストに関する二  

つの目的関数について二目的最適化問題を考察  

の対象とする。この問題に対して多目的遺伝的ア  

ルゴリズム（Multi・Objective GeneticAlgorithm：  

MOGA）【3】を用い、店舗配置に関するパレート解  

を提示していく。  

P（月＜β）  
加e′e∫J値＝   …‥ （1）  

P（月）P（β）   

ここでP（A）、P（B）は、顧客が店舗Aおよび店舗B  

をそれぞれ訪れる確率を表し、P（A∧B）は、店舗  

Aと店舗Bを同時に訪れる確率を表しており、そ  

れぞれ購買データから計算される。   

この式は、顧客が店舗A，Bをそれぞれ独立に訪  

れる確率から期待される同時訪問確率（分母）に  

対する、実際に観測された同時訪問確率（分子）  
の比を表しており、その値が1より大きければ二  

店舗間の関連性が高く、1より′トさければ関連性  

が低いことを意味する。   

次に、店舗ノをフロアAに、店舗ノをフロアノ  

に配置するとすると：1、店舗間関連度（Interest値）  

を用いて、店舗の最適配置のための目的関数を式  

（2）のように定義する。  

∑∑∑∑／（り）・d（り）・ズ′ん・芳ノソ→最小化  

Jノ人／  

ただし、∬止＝‡0，1〉，有戸〈0，1）  …・（2）  

ここで、）aj）とは、店舗Iと店舗j間のInterest  

値を表し、d侃〟は、フロアAとフロアノの距離を  

表している。フロア間距離は、ユーザにより事前  

2 日本OR学会MDA研究部会平成14年度データ解析コ  
ンペティションより提供されたデータを用いている。  

：‡この百貨店は3つの館で構成されており、ここでフロア  

とは、同一階の同一館の売場のことをさす。  1その他の目的関数については報告時に詳しく解説する。  
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に与えられているものとする。また・、∫止および  

即は店舗ノのをフロアA砂に配置するれば1をと  

り、そうでなければ0をとる。この目的関数を最  

小化するような店舗配置を求めることによって、  

関連性の高い店舗が同一フロアもしくは近隣の  

フロアに配置されるようになる。   

3．引越コストの最小化   

次に、二つ目の目的関数として引越コストにつ  

いて考える。店舗を配置しなおす際には、通常、  

店舗の移動費用が制約となることが多∨、。そこで、  

引越コストについての目的関数を式（3）のように  

定義する。  

‡∑ズ′⊥・γ′人・ただし、肝（0，1），仇＝‡0，1〉‥（：う）  
Jん   

ここで、方正は、店舗ノをフロアAに配置するれ  

ば1をとり、そうでなければ0をとる。また∫止  

は、現状の店舗配置において、店舗ノがフロアA  

に配置されていれば0をとり、そうでなければ1  

をとる。この式は、現在の店舗配置から一つの店  

を別のフロアに移すごとに単位コストが累積さ  

れていくことを意味している。   

4．多目的GAによるパレート解の導出   

上記に述べた二つの目的関数の最小化問題に  

ついて、多目的GAを用いパレー ト解を導出した。  

本研究で開発したGUIを用いることにより、パ  

レート解が視覚的に提示され（図1）、ユーザは、  

目的に応じて、二つの目的関数の比重を検討し、  

パレー ト解から適切な解を選ぶことができる。ま  

た各解における店舗間関連度を視覚的に表示す  

ることもでき（図2）、各解に応じて店舗がどの  

フロアに配置されるかを確認できる。   

図2には、3つのパレート解に関する店舗間関  

連が示されている。現状の店舗配置（図2－a一）から、  

14店舗を移動させた状態が図2－bで 、26店舗を  

移動させた状態が図2・Cに示されている。図を見  

てわかるように、コストを高めることにより、よ  

り、店舗間関連度の目的関数の値を下げることが  

可能となり、視覚的にも、離れたフロア間の関連  

性を示す線が減っていることがわかる。   

5．むすび   

本稿では、百貨店における最適な店舗配置の実  

現を支援する手法を提案してきた。しかしながら、  

今回はデータの制約上、フロア内での店舗の位置  

や店舗面積などを考慮することができなかった。  

これらを目的関数に反映させることによって、よ  

り実用性の高い手法を構築することを今後の課  

題としたいと考えている。  
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関連度（式・2）  

20（拍】  

★GAのパラメータ：  

世代数：200，個体群サイズ：100，交叉確率‥0．6，  

突然変異確率二0．01，選択方法‥ランキング選択  

【図1パレート解の視覚化】  
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（a）現状   （b）双方重視 （c）関連度重視  

☆′J、さな升目は一店舗を表し、その升目が集まり一つ  

のフロアを構成している。   

★図中の線は、2．5以上の店舗間関連度（IlltereSt値）を  

示している。  

【図2 店舗間関連度の視覚化】   
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